
様式（１）-①

都市再生整備計画
さかい し が い ち き

境市街地地区（２期）

い ば ら き け ん さかいまち

茨城県　境町

令和５年６月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 217.6 ha

令和 6 年度　～ 令和 10 年度 令和 6 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

（箇所/回） R4 R10

（件/年） R4 R10

（件/年） R4 R10

都道府県名 茨城県 境町 境市街地地区（２期）

計画期間 交付期間 10

安全で住みよい地域社会の実現を目指し、防災・防犯など地域の安心安全対策と、住みやすい環境づくりを進め、みんなが心安らぐ安全なまちづくりを目指す。
　・洪水や浸水のないまちづくりを目指す。
　・防犯対策や交通安全対策により安心・安全なまちづくりを推進する。

境町では昭和45年11月に町の全域が都市計画区域に指定され、優先的かつ計画的に市街化を図るべき市街化区域と市街化を抑制すべき市街化調整区域とに区分された。昭和40年代には市街化区域東部および猿山地区において工業系の開発が
すすめられ、平成8年から平成17年にかけて市街化区域南部において商業系の開発がすすめられてきた。また、圏央道境古河IC周辺地では新たな産業用地として境古河IC周辺地区で土地区画整理事業による整備を進めている。
本町の人口集中地区は、概ね市街化区域内及びその縁辺部に位置しており、魅力のある中心市街地を形成するため都市基盤整備を進めていく必要がある。
高齢者や障がい者等の交通弱者に対する生活環境の維持、向上を図るため、地域住民の生活交通の確保が避けて通れない課題となっております。このような中、公共施設、病院、商業施設などを結ぶ生活路線と郊外の拠点を循環するコミュニティ
バス（ワゴン）を走行させることにより、交通弱者に対する通院や買い物等へのアクセスを確保するとともに、街なかに人を呼び込んで中心市街地の活性化を図る。
また本町では、50年に一度といわれる記録的な大雨となった平成27年9月の関東・東北豪雨では、死者1名、負傷者3名、床上浸水246棟、床下浸水247棟、道路冠水による通行止め34箇所、用水機22箇所の浸水被害、農作物は水稲（4億1,768万円）
ほか甚大な被害を受けた。

平成27年9月の関東・東北豪雨災害時には34箇所が冠水し、道路が通行止めとなった。町が公表する危険箇所は中心市街地に多く集中しており、市街地を守る冠水への対策は喫緊の課題となっている。
本町の人口は平成７年以降減少傾向となっており、少子高齢化が進展することによる今後の生産年齢人口の減少による都市活力の低下が懸念される。安心して子どもを産み育てられる、人にやさしく暮らしやすい環境づくりを進めるなど魅力あるまち
づくりが課題である。
また、近年多発する大雨により、浸水箇所が多数あり、雨水排水問題の解消が地区内住民の強い意向であるため、路面排水の整備が急務である。

だれもが将来にわたって住み続けたいと思えるまちとして、人と人のつながりのあるまちづくりを進めていく。
地震や台風火災などの災害から町民の生命や財産、生活を守り、心安らぐまちづくりに対応するため、防災・防犯など、地域の安全対策を進めるとともに、住みやすい環境づくりを進めることで、町民が心安らぐ安全なまちづくりを目指していく。
古くは利根川の水運で栄えたことなど、町の財産である豊かな水を守るとともに、便利で快適な暮らしの環境を整えながら、心豊かに安定して暮らせるまちづくりを目指す。

大雨時の冠水被害箇所数 大雨による1回あたりの冠水被害箇所数 洪水や浸水のないまちづくりを目指す。 6 3

道路関係要望箇所数
道路などの公共物について寄せられる整備要望箇所の
件数

洪水や浸水のないまちづくりを目指す。
防犯対策や交通安全対策により安心・安全なまちづくりを推進す
る。

8 5

交通事故発生件数 地区内で発生した年間の交通事故発生件数
洪水や浸水のないまちづくりを目指す。
防犯対策や交通安全対策により安心・安全なまちづくりを推進す
る。

253 203

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・洪水や浸水のないまちづくりを目指す。 基幹事業：河川（準用河川染谷川）

基幹事業：道路（1565号線）
基幹事業：地域生活基盤施設（水路改修工事）

・防犯対策や交通安全対策により安心・安全なまちづくりを推進する。 基幹事業：道路（1565号線）
基幹事業：高質空間形成施設（カラー舗装）

〇立地適正化計画
・『境町立地適正化計画』では、町域全体を計画の対象とし、「町民が安全・安心に暮らすことができる持続可能な都市であり続ける」ために、当町が抱える主要課題として①土地利用、②公共交通、③防災を掲げています。
とくに、利根川沿いのため、町内のほとんどが浸水想定区域に指定されていることから、防災対策と連携したまちづくりが必要です。
そのため、「災害に強く、長く住み続けたいと思うまちづくり」を中長期の整備方針として計画するものであります。

〇交付期間中の事業管理について
・交付期間中の円滑な事業推進のため、関連部署間との連携に努め、事業進度管理や事業効果等について定期的な協議を行います。
・事業の内容・成果について、町広報紙およびホームページにより、適切な情報の公開を図ります。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 道路改良 道路改良舗装工事 町道1565号線 境町 直 45ｍ 8 9 8 9 10.0 10.0 10.0 0.0 10.0 

公園

古都保存・緑地保全等事業

準用河川 染谷川（上流） 境町 直 418.5ｍ 3 10 6 10 1,715.0 415.0 415.0 0.0 415.0 1.6

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 境町 直 220ｍ 6 8 6 8 76.0 76.0 76.0 0.0 76.0 

高質空間形成施設 境町 直 1箇所 6 6 6 6 1.0 1.0 1.0 0.0 1.0 

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

1,802.0 502.0 502.0 0.0 502.0 1.6

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

合計(A+B) 502.0 

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0.0

交付対象事業費 502.0 交付限度額 225.9 国費率 0.45

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

河川

水路改修工事

カラー舗装

合計

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

合計

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

さかいまち

　境市街地地区（２期）（茨城県境町） 面積 217.6 ha 区域
字三町歩、字末広、字間ノ谷、字鹿野、字宮前、字鹿ノ薹、字中通、字向地、字宮久保、陽光台一
丁目、二丁目等の全部と字宮本町南側、字宮本町北側、字松ノ岡、字清水薹、大字下小橋字蟬野

等の一部

　　　　　　　　　　　　凡　例

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

病院

国道３５４号

境町役場

準用河川染谷川

Ａ＝217.6ha
境市街地地区

A=56ha
滞在快適性等向上区域 居住誘導区域

都市機能誘導区域

道の駅

都市再生整備区域

滞在快適性等向上区域

居住誘導区域

ランドマーク

国道

都市機能誘導区域

Ｎ



大雨時の冠水被害箇所数 （箇所/回） 4 （R4年度） → 2.3 （R10年度）

道路関係要望箇所数 （件/年） 8 （Ｒ４年度） → 5 （R10年度）

（件/年） - →

境市街地地区(２期)（茨城県境町）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標
集中豪雨等による河川氾濫の浸水被害を減少させるため、流下能力の脆弱な準
用河川の整備を推進することで、安全で住みよい地域社会の実現を目指す。

代表的な
指標

様式（１）-⑦-１

　　　　　　　基幹事業

　　　　　　　提案事業　　　　　　　

　　　　　　　関連事業

　　　　　　　

凡　　例

■基幹事業（河川）
　 河川事業（染谷川） 

境市街地地区
A=217.6ha

国道354号

Ｎ

　　　　　　　　　　

　　　　　　都市再生整備計画区域

　　　　　　　　　　

　　　　　　滞在快適性等向上区域

　　　　　　都市機能誘導区域

　　　　　　居住誘導区域

　　　　　　　 国道　　　　　　　

　　　　　

準用河川染谷川

■基幹事業（地域生活基盤施設）
　 水路改修工事　　  

■基幹事業（道路）
　 道路改良舗装工事（町道1565号線） 　　  

■基幹事業（高質空間形成施設）
　 カラー舗装 

6 3

203253 （R10年度）（R4年度）交通事故発生件数


